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結果:登録した 237 人の患者のうち、 48 人 (20. 3覧)は切迫早産群に、 189 人 (79. 出)は対照群に含
まれた。対照群と比較して切迫早産群の睦分泌物pH 値はより高値で (p < 0.1) 、睦分泌物緩衝
能はより低値 (P=0.135) で、あった。実際に早産に至った切迫早産群と、早産に至らなかった切迫
早産群において、睦分泌物pH 値も睦分泌物緩衝能も有意な差は認められなかった。睦分泌物pH のRO
Cカーブと睦分泌物緩衝能のROC カーブから、切迫早産群と対照群を区別できるが、切迫早産群の中
から実際に早産に至る患者と早産に至らない患者は区別することができなかった。
結論:睦分泌物 pH と臆分泌物緩衝能は切迫早産を診断するのに有用である可能性があるが、診断基
準を決めるには更なる研究が必要である。
